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研究成果の概要 

本研究課題では、対症療法しか選択肢がない発達障害治療、特に自閉スペクトラム症（ASD）において、

発症機構の詳細なメカニズムを明らかにし、モデル動物の介入実験による検証を通じて胎児医療を実

現するための道筋を示し、根本的な治療（原因療法）を可能にする精神疾患治療のイノベーションに繋

げることを目指している。本年度は、特定の時期に産生される神経細胞だけを蛍光標識しその後に全脳

イメージングを実施することにより、胎仔脳の全脳運命地図を作成した。また、ASDモデル脳の特徴抽

出に向け、機械学習による判別分析や標準化脳の作成方法など複数の方法論を試し、胎生期の脳構造の

定量的な評価方法を検討した。さらに、次年度以降に実施する空間情報を保持したシングル細胞トラン

スクリプトーム解析を行うため、成体マウス脳を用いて実験系を確立し、学術論文に公表した。 
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